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過去１年で高なきで性別に関する

差別発言等を見聞きした経験はあ

りますか
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グラフ8

知っている 知らない

n=214

性同一性障害に関わる法律や

通知を知っていますか

94.9%

4.2% 0.9%

ＬＧＢＴという言葉を知っていますか

知っている 知らない 未記入
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グラフ 2

２ 
グラフ１ 

LGBT について学ぶ必要があると思います

か 
今まで教員生活で LGBT（と思われる）児童生

徒はいましたか。 
グラフ４ 

LGBT と思われる児童生徒の相談にのり対応す

る自信はありますか。 
これまでの教員生活で LGBT と  思われ

る当事者またはその家族から打ち明けられ

たり相談をうけたことがありますか 
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＜小中別アンケート結果＞     
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1.9%

グラフ9
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LGBTについて学校で教育

する必要があると思います
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ある ない 未記入
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先生ご自身が過去５年間に

LGBTについての研修に参加

したことがありますか
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グラフ11 今までに性別で分けない対               

応をしている、または対応をした

ことがある項目はあります 
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今まで教員生活で LGBT（と思 

われる）児童生徒はいましたか 
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45.4

54.1

54.6
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グラフ１９ 次の法律や通知を知っていますか

知っている 知らない 未記入
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0
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2制服（中のみ）

3髪型

4通学帽（小のみ）

5合唱パート

6名簿

7座席
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10委員会活動

グラフ２２

中合計 小合計

これまでの教員生活で LGBT と思われる当

事者またはその家族から打ち明けられたり 

相談をうけたことがありますか 

LGBT とおもわれる児童生徒の相談にのり 

対応する自信はありますか 

過去１年で高なきで性別に関する差別発

言等を見聞きした経験はあります 

LGBT について学校で教育する  必要

性があると思いますか 
先生ご自身が過去５年間に LGBT につい

ての研修に参加したことがありますか 

今までに性別で分けない対応をしてい

る、または対応をしたことがある項目 
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LGBT という言葉を知ってい ますか 

LGBT について学ぶ必要があると思いますか LGBT と思われる児童生徒の相談に        

のり対応する自信がありますか 

性同一障害に関する法律や通知を知っ

ていますか 
 LGBT について学校で教育する  必要があ

ると思いますか 



資料編7 

 

 

 

＜経験別

比較アン

ケート結

果＞ 
         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.7

2.7

2.9

6.9

16.5

27.0

35.3

31.0

63.5

56.7

50

55.2

12.9

13.6

5.9

5.2

2.4

5.9

1.7

0% 50% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～

経
験
年
数

グラフ29

ある 少しある あまりない ない 未記入

n=214

8.2

8.2

17.7

20.7

42.4

45.9

52.9

43.1

45.9

45.9

29.4

34.5

3…

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～

経
験
年
数

グラフ31

ある 少しある あまりない ない

n=214

62.3

56.7

58.8

67.2

29.4

40.5

29.4

27.6

8.3

2.8

5.9

3.4

5.9

1.8

0% 50% 100%

～10年

11年～20年

21年～30年

31年～

経
験
年
数

思う 少し思う あまり思わない 思わない 未記入

n=214
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LGBT と思われる児童・生徒の相談にのり 
対応する自信はありますか（事前） 

LGBT と思われる児童・生徒の  相談にの

り 
対応する自信はありますか（事後） 
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１．聴く 

初めて人に話すという子も少なくありません。安心して話せる環境をつくり、傾聴してくだ

さい。また、「 話してくれてありがとう 」 を伝えるなど、その子が今後も安心し相談できる

ような声かけをしてください。 

 

 

 

 

 

２．いっしょに考える 

困りごとがある場合も、その内容は一人ひとり異なります。困りごとや求める対応について

聞き、できる対応を考えてください。希望の実現が難しい場合は、気持ちを受け止めた上で、

共に代替案を考えてください。 

 

 

 

 

 

３．つなげる 

相談機関や自助団体、書籍・DVD など、必要に応じて伝えてください。相談機関は、 

先生自身も匿名性を守りながら利用することができます。 

 

 

 

 

 
１．決めつけない 

自分のセクシュアリティを決められるのは、自分だけです。「思い過ごしじゃないか？」「いつ

か“治る”よ」など、本人のセクシュアリティを否定したり、「だったらレズビアンじゃない

の？」など、決定を促したりしないでください。セクシュアリティは迷ったり、決めないでい

たり、いつ変わってもいいのです。なにかにあてはめようとせず、その子をそのままに受け止

めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
相談機関や自助団体、書籍・DVDなど、必要に応じて伝えてください。相談機関は、 

先生自身も匿名性を守りながら利用することができます。 

 

 

 

 

 

２．広めない（勝手に共有しない） 

セクシュアリティが意図せず他の先生や、保護者、生徒に伝わることで学校・地域で安全に

過ごせなくなる場合があります。生命の危険等緊急性の高い場合を除き、情報共有が必要な

場合は、共有して良い範囲を本人に確認し、了承を得ることが望ましいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
相談機関や自助団体、書籍・DVDなど、必要に応じて伝えてください。相談機関は、 

先生自身も匿名性を守りながら利用することができます。 
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★年度初めや決められた月に学校全体や学級で、性の多様性について肯定的に児童生徒に伝え

る機会を設けることが必要 

 

□学校・学級の環境として、セクシャルマイノリティや多様な性について肯定的にとらえてい

ることを発信しているか 

 

□セクシャルマイノリティが笑いのネタにされていたら、他の人権問題と同様に扱われ注意さ

れているか（例：ホモ・おかま・レズ・おなべ・オネエなど） 

 

□学級や保健室、相談室、図書室など多様な性についての本や資料が児童生徒の手に取りやす

いところにある環境か 

相談されたときの３ステップ    

２つの「ナイ」 
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相談項目シート                 【資料３】 
□セクシュアリティを決めつけず 

「話してくれてありがとう」「きちんと知りたいから話をききたい」と伝える 

□学校では要望を 100％かなえることができないことがあることを伝える 

□あなたの状況をよくするために力になりたいと思っていることを伝える 

 

困っていることは、あるか。それは何か。 

 □何がつらいか 

□いじめ・からかいの有無 □クラスの雰囲気や言動 □自殺意図や自傷行為 

 それを誰かに話しているか 

 どこまで話しているか 

 解決のために信頼できる他者に話しても良いか 

 それはだれか 

（管理職、担任、生徒指導主任、養護教諭、SCなど） 

 家族の理解はどうか、保護者と連携しても良いか 

 その他 

 

対応してほしいことは何か。本人の希望 

 □更衣室 □トイレ □制服 □通称名 □行事や授業（性別で役割が制限される場面） 

 □いじめ・からかい □クラスの雰囲気・言動  

 定期的な面談時間の設定 

 相談先の情報提供 

 サポート方法 

 その他 

 

カミングアウトしたいと本人から申し出があった場合 

 だれに［家族（        ）、友人（        ）、クラス、学年、学校全体］ 

 期待すること 

 メリットデメリットを考える 
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                                      【資料４】 

 

【来所・面接】 

 

【電話】 

窓口名称 主な内容 相談先・電話番号 対応日時 

精神 保健 福 祉に 

関する相談 

心の健康・アルコール・ひき

こもり・思春期等 

千葉県精神保健福祉センター 

043-263-3893 

月～金曜日 

9:00～18:30 

千葉いのちの電話 自殺をはじめとする精神的

危機に直面し、助けと励ま

しを求めている人の電話・

インターネット相談 

社会福祉法人千葉 

いのちの電話事務局 

043-227-3900 

 

365 日 24 時間 

https://www.chiba-

inochi.jp 

（１週間以内に返信） 

より そい ホ ット 

ライン 

どんなひとの、どんな悩み

にも寄り添って、一緒に解

決する方法を探す窓口 

一般社団法人 社会的包摂サポー

トセンター 

0120-279-338 

365 日 24 時間 

 

こころの健康相談

統一ダイヤル 

電話をかけた所在地の公的

な相談機関に接続（千葉県

精神保健福祉センター） 

厚生労働省（国） 

0570-064-556 

月～金曜日 

9:00～18:30 

 

24 時間子供 SOS

ダイヤル 

電話をかけた所在地の教育

委員会の相談機関に接続 

0120-0-78310 365 日 24 時間 

子どもの人権 110

番全国共通フリー

ダイヤル 

 0120-007-110  

チャイルドライン

18 歳までの子ども

がかけるでんわ 

 0120-99-7777  

＊対応日時は変更になる可能性もあります。事前に電話で確認をしてください。 

 

窓口名称 主な内容 相談先・電話番号 対応日時 

こころの健康相談 精神科医師による心の悩み

をお持ちの方やその家族の

相談 

障害者支援課（四街道市役所） 

043-421-6122 

年 2 回（予約制） 

街かど心の相談 精神保健福祉士による心の

悩みをお持ちの方や家族の

相談 

障害者支援課（四街道市役所） 

043-421-6122 

年 5 回（予約制） 

子どもと親のサポ

ートセンター 

学校生活や心や身体のこと

等、本人、保護者、教職員に

対しての相談 

子どもと親のサポートセンター 

0120-415-446 

 

電話相談：２４時間 

来所相談：月～金曜日 

9:00～17:00 

立ち 寄り 処 ちば 

心のキャッチ 

こころの問題全般の対面 

相談 

千葉県臨床心理士会（千葉県委託） 

080-2051-0658 

会場:船橋 FACE5 階 

船橋駅前総合窓口相談室 

 

毎週水曜日 

17:00～20:00 

第 2 土曜日翌日の日曜日 

14:00～17:00 

予約不要 

相談窓口一覧 

https://www.chiba-inochi.jp/
https://www.chiba-inochi.jp/
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ＬＧＢＴとは何か ～教育現場でなぜＬＧＢＴ？～ 

 

性のありかたは見た目だけではわからない 
 

性のありかた（セクシュアリティと呼ぶこともあります）は「こころの性」「からだの性」「好きになる性」「表

現する性」の４つの軸で考えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシャルマイノリティの人たちをあらわす言葉 
 「男性」か「女性」の二通りだけではない性のありかたをしている人たちが自分たちの性のありかたを前向き

にとらえる表現として使いはじめたので「LGBT」という表現です。「LGBT」という言葉は以下に示すようない

ろいろな「セクシャルマイノリティ（性的少数者）」の人たちを総称するときに使われることもあります。 

 

〇いろいろな「好き」をあらわす名前      〇こころの性とからだの性の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他には、ヘテロセクシャル（異性愛）やアセク     自分のこころの性とからだの性が合っていると 

シャル（無性愛）などがあります。          感じている人のことをシスジェンダーと言います。 

 

LGBTの人たちは身近にいるのか？ 
 これまでいろいろな企業や研究所で調査が行われてきましたが、それらの調査結果によると、LGBT の人は日

本の人口の約８．９パーセント程度と言われています（１３人に１人の割合）。この比率は日本で多い名字の上位

６位である「佐藤」「鈴木」「高橋」「田中」「渡辺」「伊藤」の人が人口に占める比率とほぼ同じです。 

 

教育現場で取り扱う必要があるのか？ 
平成２７年４月３０日文部科学省から「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施

等について」という通知が出され、学校でセクシャルマイノリティの子どもの支援や理解向上に努める必要

性が明記されています。 

 出典・参考資料：『「ふつう」ってなんだ？LGBT について知る本』『多様な性ってなんだろう？』  

 

L 

 

G T 

 

B 

 

第１回 LGBT職員研修資料    【資料５】 
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性同一性障害に係る取組の経緯があります 

性のあり方の多様性を認め、尊重する動きが社会全体に拡がりつつあり、医療

や法律面での対応も進んでいるようです。学校現場でも、ＬＧＢＴへの対応が求

められています。 

 

 

 
 

性同一性障害を抱える者における社会生活上のさまざまな問題を解消するた

め、法令上の性別の取扱いの特例を定めたもの。「性同一性障害者」で要件

を満たす者について、他の性別に変わったものとみなすこととする。 

家庭裁判所の許可により、戸籍上の性別の変更が認められる。 

 

 

 

 

 

 

「各学校では、学級担任や管理職を始めとして、養護教諭、スクールカウンセ

ラーなど教職員等が協力して、保護者の意向にも配慮しつつ、児童生徒の実情を

把握した上で相談に応じるとともに、必要に応じて関係医療機関とも連携す

るなど、児童生徒の心情に十分配慮して対応をお願いいたします。」とある。 

 

 

 

 

「自殺念慮の割合等が高いことが指摘されている性的マイノリティに

ついて、無理解や偏見等がその背景にある社会的要因の一つである

と捉えて、教職員の理解を促進する。」と LGBTは自殺における 

ハイリスク層であると明記されている。 

 

 

 

 

 

 

性同一性障害に係る児童生徒についての特有の支援～学校における 

支援体制、医療機関との連携、学校生活の各場面での支援（服装、

髪型、更衣室、トイレ等）についてまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の先生方からのアンケート結果より： 

上の法律や通知を一つでも知っていると答えた人  本校   名中   名 （   ％） 

認知度は低かったようです。 

 

２０１０年（平成２２年）「児童生徒が抱える問題に対しての教育相談の徹底について」 

文部科学省より事務連絡 

２０１２年（平成２４年）「自殺総合対策大綱」閣議決定 
 

２０１５年（平成２７年）「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の 

実施等について」           文部科学省より通知 

２００３年（平成１５年）「性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律」の成立 
 

要件を満たせば、

性別の変更は可能

です。戸籍の変更

も認められます。 

学校での対応を

依頼されていま

した！ 

 

LGBT の若者 600 名の

アンケートで、約 3 割

が「自殺を考えた」と

答えています。 

学校で配慮すべき基

本的事項がわかりや

すく書かれています。 
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       学校 氏名                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施日】 

 

 

【何の時間に行ったか？】例：職員会議後，研修等 

 

 

【実施時間】 

 

      ：    ～     ：       計       分 

【職員の反応】 

 

 

 

 

【良かった点】 

 

 

 

 

【反省点】 

 

 

 

 

【次回への改善点】 

 

 

 

 

【その他】シナリオ以外の方法で実施した場合は詳しく教えてください 


